Why Keep Going to Lessons?: The Case of FDC Dance School in Sendai by 大滝  裕子
習い事を続ける理由 : FDCダンススクール・仙台校
を事例として



























































































を担当するのは、仙台校代表である K 先生、F 先生、S 先生である。石巻校代表の D
先生と、秋田校代表の C 先生が、不定期に仙台校でレッスンを行うこともある。2013
年 12 月時点で、水曜初級クラス(月 3 回)、火曜初中級クラス(月 4 回)、木曜中上級ク
ラス(月 4 回)、日曜初級・中級(月 2 回)、トライクラス(月 1 回日曜日)の計 6 クラスが
開講されている。この他に単発レッスンが日曜日に開かれることもある。単発レッス
ンでは、初級者と上級者の別なく同じ振り付けを習い、さらに FDC 非会員の人も参
加できるものもある。K 先生はこれを｢レッスン会｣と呼ぶ。水曜クラスの 1 ヶ月の受
講料は 5,500 円、火曜・木曜クラスは 10,000 円、日曜クラスはそれぞれ 3,500 円であ
る。水曜初級は F 先生が、他のクラスは全て K 先生が担当する。基本的に水曜クラス
1 筆者は元々FDC の受講生として、2011 年 7 月から同校に通っていた。2012 年 8 月から
フィールドワークを開始し、2013 年 12 月まで続けた。 
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大滝 習い事を続ける理由 
は F 先生が担当するが、S 先生が指導することもある。S 先生は小学生の時に FDC
石巻校でダンスを始め、2007 年からは仙台校に通うようになり、2012 年の 7 月から
FDC の講師として指導するようになった。F 先生と S 先生は木曜・日曜初中級・トラ
イクラスでは受講生として K 先生のレッスンを受けている。C 先生も日曜中級クラス
を受講している。 
2013 年 12 月現在、水曜初級クラスに 9 人、火曜初中級クラスに 9 人、木曜中上級
クラスに 9 人が所属している。平日のクラスに通う受講生のほとんどが日曜クラスも
併せて受講しており、日曜初級クラスは 21 人、日曜中級クラスは 19 人である。日曜
中級クラスのうち 11 名が日曜のトライクラスも受講している。平日のクラスを受講せ





































する。レッスン時間は 19時 15分から 21時までとホームページに記載されているが、
実際は 19 時 20 分頃から始まり、終わるのは 21 時 15 分頃である。スタジオはレッス
ン開始 15 分前から開いていることになっているが、18 時 45 分頃には受講生が到着し
はじめる。スタジオに来ると受講生はジャージや T シャツなどに着替える。車を使う
人は、動きやすい服装で来る場合が多い。K 先生の「それでは始めます」という呼び
掛けでレッスンが始まる。K 先生は鏡のまん前に立ち、その後ろに受講生は 2 列に並




















の合間には数分の自主練習をする時間が設けられる。21 時 15 分にレッスンが終了し
た後にもほとんどの受講生はスタジオに残り、15 分程自主練習をする。この時に受講



































































































図 1 脚のポジション 
出所: 赤尾(2002: 35) 
 
図 1 の左から、「1 番ポジション」、「2 番ポジション」、「3 番ポジション」、「4 番ポジショ
ン」、「5 番ポジション」という。FDC では 3 番ポジションに立って練習することはない。
K 先生と受講生は、脚のポジションを「1 番」、「2 番」、「4 番」、「5 番」と呼ぶ。   
 
(2) プリエの｢確認｣  
ここからは、実際のレッスンの様子を取り上げる。以下は、日曜中級クラスにおいて、
K 先生の指導のもとに受講生が 1 番ポジション(図 3-1)のプリエの「確認」する様子を記述
したものである。 











表 1 プリエの｢確認｣ 









































































表 1 プリエの｢確認｣ 
  
以上が 1 番プリエの「確認」の様子である。続けて右脚を前に置いた 4 番、5 番ポジシ





















































表 2 踊り方の指導―｢ストレッチ」 





































































































が、K 先生は 1 度にその全てを指摘することはない。受講生の成長具合を見て、「今何
を意識して練習することが最適か」を判断し、個人指導するという。全体に向けた指
導通りに踊れていない受講生は、そこで教えていることを意識して練習する必要があ
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やわらかく使えるようになるといいね』って K 先生に言われたから」と言った。 
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受講生が K 先生の指導のもとでダンスの練習に励むのは、前述したように、K 先生
の指導通りに練習すれば上達できると思っているからだ。ダンスの上達を目指す受講
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